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倉地問題相談日

「農地問lm~113炎」を 4)]1 1J附午前 8 時
30分から午後51時まで、 di役所 21併操業

香品会事務局で行います。



i市政方針を述べ る
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一回第 979号

の活性化
3月定例市議会が、 3月3日からみま りました

市議会は、 3月20日まで18日聞の会期で開かれま

す 今回は、 61年度一般会計補正予算案、 62年度

一般会計予算案、「上田市交通災害嘗共済条例の一部

改正 案J、よ国市特別!尼溢年金糸例の一昔日改正業J、

都市公関条例の制定案Jなど54職業が提策・審議

8れています

育長施政方針の婆旨を紹介します。

けて努力
計予算案 208億円

昨
年
度
策
定
し
た
第

4

・
次
長
期
基

本
柳
忽
の
基
本
件
川
州
を
尖
到
す
る
た

め
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
自
治
体

を
と
り
ま
く
地

H
財
政
の
環
地
は
よ

り
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
急
述
な
川
口
仙
の
進
行
や

同
の
財
政
に
依

μで
き
る
時
代
で
は

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
よ
と

で
す
。
今
年
度
は
、
地
以
純
一
昨
に
と

っ
て
何
が
承
.
愛
か
、
れ
伝
的
な
粍
泌

を
た
て
る
に
は
ど
、
守
し
た
ら
よ
い
か

な
ど
、
地
凶
明
の
活
性
化
に
結
び
つ
く

問
題
意
識
の
提
起
を
し
、
職
員
を
あ

げ
て
そ
の
方
策
を
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
け
れ
一
一
一

上
回
バ
イ
パ
ス

最
終
段
階
へ

受通

一V
削
M
魁

w以
上
泌
総
(
佐
久
・
民
地
削
)

六
卜
二
年
度
末
ご
ろ
に
予
想
さ
れ

る
「
路
総
発
必
」
に
向
け
て
、
ル
ー
ト

選
定
作
業
が
進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
令
川
的
に
み
て
も
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
け
十
期
処
設
に
向

け
て
、
問
、
閥
係
機
附
に
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

マ
北
隙
新
幹
綿

岡
鉄
の
分
判
例
以
内
v
h
化
な
ど
も
彩
制
作

し
て
、
六
十
一
.年
伎
の
円
十
期
着
工
は

離
し
い
状
況
で
す
。

L
L
出
駅
前
の
悠

備
や
駅
周
辺
の
再
開
発
計
両
な
ど
は

重
姿
な
問
題
な
の
で
、
今
後
も
建
設

8月発成の市民の森体育館

(完成予惣図)

マ
k
出
駅
ト
〈
足
一線

上
削
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
あ
わ
せ

て
ぷ
附
物
件
の
移
転
な
ど
を
実
施
し
、

山
泊
に
む
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

マ
秋
利
上
射
線

問
川
中
旬
に
は
附
一
雌
の
巡
ぴ
で
す
。

マ
公
同
引
け
制
点

作
川
汁
の
兵
池
公
刷
が
近
く
完
成
し

ま
す
。
ま
た
、
市
以
の
総
公
川
川
J
U
」ハ

ト
，
.
年
度
に
完
成
の
見
込
み
で
、
年

間
を
一
地
し
て
栄
し
め
る
公
刷
に
な
り

ま
す
。

4
t
天
候
刑
h

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

肝
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
で
き
る
多
目
的

〈

促
進
に
向
け
運
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
上
田
駅
周
辺
の
国
鉄
遊

休
地
は
、
駅
周
辺
整
備
の
た
め
に
地

一
応
優
先
の
譲
渡
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

マ

k
mパ
イ
ハ
ス

よ
う
や
く
が
決
心
的
終
段
附
を
息

え、
h

ハ
ト
:
一年
ぶ
に
は

m
a則
正
以

が
村
山
4
・
.
4綿
で
附
泌
で
き
る
よ
う

労
h
し
て
い
き
ま
す
.

婚々と工事が進むよ図バイ

パス(新聞)

グ
ラ
ン
ド
、
ス
ケ
ー
ト
湯
、
チ
ピ
ッ

コ
広
場
、
体
育
館
な
ど
を
猿
備
し
ま

す
。

マ
河
川
の
改
修
事
業

金
慾
寺
川
は
、
凶
山
岬
油
開
肋
H

川
線
分

が
今
年
度
で
完

f
し
ま
す
。
蛭
沢
川

に
つ
い
て
も
凶
印
納
肋
本
来
に
保
削
仇

さ
れ
る
よ
う
労
力
し
ま
す
.
品
川
川
川

は、
h

ハ
ト
二・
年
に
完
成
の
比
込
み
で

す
.

マ
公
共
下
水
道
事
業

水
洗
化
の
普
及
促
進
を
推
進
し
ま

す。
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尚
業
の
近
代
化
で
は
、
民
間
に
よ

る
「
上
山
商
業
-一
卜

一
川
町
紀
会
」
が

品
川
足
、
こ
れ
に
よ
り
吊
れ
に
湖
ち
た

司、弘、.
.1I田林間エ集
団地

市積
誠帳

台呈釆的

言?警な
改 旦
修 1A

Z竺----
t1-笠ー

に向
62年度一般会

諸
問
応
街
活
動
が
M

収
附
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
側
テ
レ
コ
ム
・
ュ
ー

で
開
発
し
て
い
る
興
業
種
共
同

P
O

S
シ
ス
テ
ム
の
利
期
信
を
上
田
地
域

全
体
に
普
及
で
き
る
よ
う
協
力
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
街
路
鉱
幅
に
つ

い
て
は
大
門
町
泌
り
を
針
向
、
用
地

測
放
か
ら
野
手
し
た
い
考
え
で
す
。

マ
東
塩
田
林
間
工
業
団
地

昨
年
二
月
に
完
成
し
た
問
団
地
は
、

す
で
に
十
九
枇
の
進
出
が
決
定
、
う

ち
八
社
が
保
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

た
の
で
、
市
民
や
観
光
客
の
ニ

l
ズ

に
応
え
て
街
憾
の
縦
覧
附
放
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
庭
園
計
画
の
推
進
、

緑
化
見
本
闘
を
「
信
州
の
花
木
関
』

と
し
て
設
備
し
、
従
線
の
埋
設
箆
備

バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
で
一
時
一

優
良
品
種
を
一
慶
一

ヰ
地
幕
一
銭
の
箆
備
と
し
て
、
旧
派
営

お
よ
び
団
体
営
に
よ
る
ほ
場
監
備
事

業
、
新
農
業
構
造
改
善
郁
業
に
よ
り

近
代
農
業
へ
の
上
台
づ
く
り
を
椴
逃

し
て
い
き
ま
す
.

マ
終
業
桜
興
池
山
峡
の
見
出
し
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
完
了
の
見
込
み
で
す
.

マ
水
田
農
業
確
立
対
策
に
つ
い
て
は
、

生
産
性
の
高
い
作
物
を
中
心
に
団
地

政
り
八
区
画
の
う
ち
七
区
曲
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
引
き
合
い
が
あ
り
、

進
行
中
で
す
。

マ
小
泉
地
区
に
県
営
工
業
団
地

六
十
一一
年
度
に
問
団
地
の
造
成
が

計
同
さ
れ
、
す
で
に
進
出
企
幾
も
決

定
し
て
い
ま
す
。

マ
川
市
の
影
響
ド
で
、
上
山
地

M
の

M

服
用
環
境
は
全
体
的
に
悪
化
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
失
業
の
防
止
と
一
再
就

職
の
促
進
に
よ
る
雇
用
の
安
定
に
努

め
ま
す
。

も
検
討
し
ま
す
.

マ
鋭
光
案
内
板
の
繁
備
や
案
内
地
凶

の
作
成
な
ど
を
実
施
し
て
、
わ
か
り

や
す
い
観
光
地
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

造
成
を
制
倒
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

マ
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

近
く
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
先
端
技
術
に
よ
り
花
、

巨
峰
の
ウ
ィ
ル
ス
フ
リ
l
商
や
優
良

日
開
祖
を
開
発
し
、
付
加
価
仙
の
向
い

品
砲
を
段
米
へ
供
給
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

マ
林
業
に
つ
い
て
は
、
広
伏
、
除
伐

の
促
進
と
あ
わ
せ
林
道
の
盤
備
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
絞
く
い
虫
防
除
対

高齢試写一一一

マ
高
齢
化
対
策
の
推
進

社
会
市
酬
を
中
心
に
民
生
部
、
教
行

委
H
M
会
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
泌
め

て
い
る
尚
齢
者
対
策
に
つ
い
て
、
総

合
施
策
を
た
て
体
系
づ
け
た
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

ひ
と
り
暮
ら
し
ゃ
寝
た
き
り
老
人
な

ど
の
虚
弱
考
人
対
策
、
生
き
が
い
対

策
な
ど
H
中
期
に
う
ち
た
て
ま
す
。
な

お
、
出
品
脚
杭
人
材
活
用
事
業
に
よ
り

求
人
な
ど
の
確
保
、
安
定
の
た
め
の

備
も
進
め
ま
す
。

マ
デ
イ
・
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、

利
問
者
の
生
活
機
能
の
回

一'完成が近い.重量バイオセンター

策
も
引
き
続
き
平
期
発
見
と
被
害
木

の
処
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

似
と
介
必
お
の
他
山
崎
抑
H

開
な
ど
に
努

め
ま
す
。

マ
紛
人
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

民
生
委
員
の
改
選
で
女
性
七
十
一
名

が
任
用
さ
れ
、
公
職
へ
の
笠
問
に
つ

い
て
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

制
人
間
組
の
積
極
的
解
決
を
推
進
し

て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

マ
同
和
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

丞
点
施
策
と
し
て
努
力
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
、
国
で
は
同
和
対
策
の
た

め
の
新
し
い
法
案
吾
“具
体
化
し
て
い

き
ま
す
が
、
市
で
も
「
現
地
成
改
器
対

特
別
捻
訟
法
期
制
後
の
行
政
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
、
上
回
市
部
落
解

放
審
議
会
に
務
問
し
で
あ
り
ま
す
の

で
、
答
申
の
内
容
を
踏
ま
え
、
い
っ
そ

う
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。
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脱
ス
パ
イ
ク

の
推
進

震規・保健

マ
ル
司
活
環
滋
の
般
的

市
内
の
河
川
浄
化
と
公
害
問
題
に

つ
い
て
は
、
水
質
汚
濁
防
止
対
策
の

い
っ
そ
う
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
粉
じ

ん
公
害
に
つ
い
て
も
、
商
底
街
、
自

治
会
へ
の
啓
も
う
、
集
じ
ん
阜
の
出

品
川
な
ど
粉
じ
ん
公
別
防
止
に
努
め
、

「
脱
ス
パ
イ
ク
に
向
け
て
協
力
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
昨
年
四

月
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
嫁
勤
し

え広報う

自
主
防
誌
を
一
一
一

活
動
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る

自
主
防
災
組
織
の
内
成
強
化
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
@
現
在
、

安
定
詳
力
を
一
一
一
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最
近
の
対
応
と
し
て
、
水
の
安
定

供
給
の
た
め
、
維
持
初
日
現
而
に
窓
点

を
お
い
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
改
正

ま
し
た
。
よ
り
効
織
的
な
運
用
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

し
以
処
刑
刊
に
つ
い
て
も
、
昨
年
い
け
川

皮
相
応
用
総
設
が
完
成
し
、
色
、
に
お

い
な
ど
が
改
情
押
さ
れ
ま
し
た
。

マ
保
健
予
防

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
自
己
健
康
管
理
思
忽
の
普
及
、

保
健
補
導
員
に
つ
い
て
も
十
名
相
良

す
る
と
と
も
に
、
成
人
病
予
防
の
健

康
教
育
の
徹
底
と
循
環
接
挟
患
や
各

種
が
ん
検
診
な
ど
を
推
進
し
ま
す
.

な
お
、
「
姉
ほ
う
健
在
人
を
か
か
え

る
家
紋
の
会
」
を
今
年
度
発
足
さ
せ

ま
す
。

自
治
会
単
位
の
自
主
防
災
隊

一
四
五

隊
、
婦
人
消
防
隊
一

二
隊
、
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
七
ク
ラ
ブ
を
数
え
ま
す
。

ま
た
、
消
防
救
急
活
動
に
つ
い
て
は
、

本
部
に
近
代
的
な
消
防
紋
忽
指
令
管

制
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
市
民
生
活

の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
企
業

努
力
を
さ
ら
に
続
け
る
な
ど
改
定
に

は
慎
重
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
将
来
の
水
の
需
要
に

対
応
で
き
る
よ
う
水
源
の
修
保
と

m

地
計
同
の
雌
似
を
し
て
い
き
た
い
考

え
で
す
。

ω年
J

持ハ中一一一

マ
ハF
械
教
訓
M

小
・
中
学
校
の
油
圧
縦
模
配
置
に

つ
い
て
は
、
叩
必
学
区
域
審
議
会
の
答

申
を
基
本
に
、
関
係
者
の
理
解
と
協

カ
に
よ
り
務
備
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
第
六
中
学
校
は

六
十
三
年
四
月
間
枝
に
向
け
て
若
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
第

一
宇

校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
市
内
令
小
学
校

の
給
食
が
可
能
な
税
艇
で
、
防
w
転
新

築
し
ま
す
。

マ
私
学
振
興

上
回
城
南
部
械
が
上
回
商
高
校
と

し
て
移
転
新
築
す
る
こ
と
と
な
り
、

応
分
の
助
成
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

マ
社
会
教
行
活
動

今
年
度
は
、
生
雌
教
拘
H

仲
得
本
構
必

の
策
定
の
た
め
の
基
礎
訓
伐
を
実
施

し
た
い
考
え
で
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
型
都
市
と
し
て
公
民

館
、
図
磐
館
活
動
な
ど
社
会
教
育
会

般
に
わ
た
る
学
習
を
高
め
る
た
め
、

地
域
の
情
報
化
を
目
指
し
ま
す
。

・そ
の

一
つ
と
し
て
、
阿
必
館
に
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
を
紋
抗
し
、
情
報
や
資
料

鈍
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
進
め
ま
す
.

マ
文
化
財
の
保
線

上
問
城
の
が
け
山
肌
務
防
止
対
策
や

腐
の
し
叩
ん
せ

つ
浄
化
な
ど
の
務
備

を
実
施
し
て
い
き
た
い
号
、
え
で
す。

マ
庁
少
年
の
川
叫
ん
九
行
成

地
域
怜
以
の
ぷ
織
の
い
品
揚
と
作
発

を
し
て
い
く
中
で
、
多
俗
化
し
た
A
H

少
年
の
問
題
行
動
に
適
切
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
補
導
活
動
の

充
実
を
闘
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

マ
体
育
の
桜
興

市
民
の
綴
公
開
で
は
、
体
育
館
は

じ
め
総
介
的
純
設
が
八
月
に
完
成
す

る
子
定
で
す
。
出
川
の
白
山
町
…
巡
動
公

凶
に
は
、
子
ど
も
広
場
が
四
月
に
ん
、ん

成
し
ま
す
。

マ
同
和
教
育
の
推
進

同
和
教
育
の
重
.
要
性
を
家
庭
で
も
、

学
校
で
も
、
企
業
で
も
、
社
会
で
も

自
分
の
問
越
と
し
て
考
え
認
議
し
会
っ

て
、
差
別
を
許
さ
な
い
明
る
い
社
会

の
実
現
に
よ
り
努
-Mし
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

63~手4 月開校の第六中学校

(完成予想図)

-UHて一明一

マ
川
中
務
改
部
材
等
の
推
進

今
後
も
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
て
合
理
的
な
組
織
機
構
の
編
成
と
、

事
務
事
業
は
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

マ
防
災
行
政
無
線

災
巾
山
尚
光
生
時
に
正
確
で
込
速
な
指

示
伝
泌
が
行
わ
れ
る
よ
う
こ
の
た
び

持
入
し
ま
し
た
。

マ
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画

現
在
、
指
定
に
向
け
て
国
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
慈
一
本

構
想
部
分
は
す
で
に
終
了
し
、
絞
く

開
発
構
想
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

説
明
に
入
り
ま
す
。
上
回
、
小
摘
、

佐
久
の
各
開
発
区
の
共
体
的
な
位
置

づ
け
に
つ
い
て
は
ま
だ
波
動
的
で
す
。

構
想
の
中
心
と
な
る
上
山
リ
サ
ー
チ

ろ
f

パ
l
ク
は
、
市
ゎ
陶
磁
郊
の
東
山
山
旋
か

ら
畑
地
部
分
に
か
か
る
一
裕
を
位
誼

づ
け
て
い
ま
す
。

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
の
基
本

戦
略
と
し
て
、
「
先
端
技
術
の
拠
点
づ

く
り
」
{
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
)
、
「
周
辺

法
継
の
幣
備
」
(
炎
泌
、
情
報
通
信
、

流
泌
必
微
な
ど
て
「
第
J

・
セ
ク
タ
ー

の
設
ほ
」
{
す
で
に
財
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
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リ
ス
開
発
機
構
を
設
立
)
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
周
辺
都
銚
の
雌
掛
川
棚
(
統
泌

基
盤
)
に
つ
い
て
は
、
よ
問
地
凶
械
が

テ
レ
ト
ピ
ア
モ
デ
ル
郎
市
と
し
て
指

定
を
受
け
、
昨
年
十
-
一月
に
は
計
画

の
推
進
母
体
と
な
る
株
式
会
社
テ
レ

コ
ム
・
ユ
ー
が
発
足
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

旧
時
下
の
大
規
模
な
工
業
団
地
の
造

成
も
、
こ
の
と
こ
ろ
の
円
高
不
況
を

受
け
見
抗
し
さ
れ
る
時
期
と
思
い
ま

す
。
上
回
リ
サ
ー
チ
パ

i
ク
の
開
発

推
進
に
つ
い
て
は
、
企
業
立
地
の
見

通
し
な
ど
十
分
研
究
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
考
え
で
す
。

4
昨
年
ロ
月
に
発
足
し
た
働
テ
レ
コ

ム
・ユ

I

(創
立
総
会
)

t: えーベ5ト一一 昭和62年3月168 広報う

mK
年
度
当
初
予
算
(案
)
の
あ
ら
ま
し

-
一
般
会
計
は
・
:

歳 入 '食 出

区 分 当初予算額 構成比 区 分 当初予算額 構成民

l市 税 12， 299， 599~ 59.1% 1議 ~ 費 253，789，Tj 1.2% 

2J也}jU渡与税 234，200 1.1 2総 務 1J!J 2，264，400 10.9 

3向通1I点取得税 178，600 0.9 3民 生 首荷 4，314，173 20. 7 

4.ltE方交付税 950，000 4.6 4衛 生 JU 1.235. 147 5.9 

5究通安全交付金 18.000 0.1 5労 働 費 240，827 1.2 

6分担金負担金 604，904 2.9 6農林水産業費 1.774.055 8.5 

7使用料手数料 338.106 1.6 7商 工 費 1.733，511 8.3 

8国庫支出金 1，814.046 8.7 8土 木 費 2.432，965 11.7 

9県支出金 843，893 4.1 9 i自 防 費 504，175 2.4 

10財産 収 入 128，009 0.6 10教 宵 貨 3，686，765 17.7 

11寄 問t 金 3，194 0.0 11災 害復 旧費 。0.0 

12繰 入 金 300，000 1.4 12公 債 費 2，343.747 11. 3 

13繰 越 金 250.000 1.2 13予 備 強 30.000 0.2 

14諸 収 入 1.597，403 7. 7 歳出合計 20.813，554 100.0 

15市 債 1，253，600 6.0 

歳入合計 20，813，554 100.。

4Zb玄h 富十 名 当初予算額 構成比 !

1土 地 取得事業 116.000，f， 1.0% 

2塩田有線事業 46，927 0.4 

3国民健康保険事業 4.286，474 37.6 

4突通災害共済事業 38，365 0.3 

5福tt事業センター事業 120，069 1.1 

6 i:蛮院事 業 238，299 2.1 

7老 人保健事 業 4.036，235 35.4 

8農業集落排水事業 111，454 1.0 

9同和住宅貨付事業 366，400 3.2 

10公共下水道事業 2，036，722 17.9 

i間入 百十 11，396，945 100.。

-特別会計は・.
主な条例の改正 ・制定案

1>上 位i市交通災害共済条例の・告11改正

1> ~~lìi:官官粂例の一部改正

1>上岡市特別児童年金粂例の一部改正

1> J..関市敬老祝金条例の ー部改正

1>上田市福祉医療費給付金粂例の一部改正

1>上田市別所温泉森林公闘設置条例の一部改正

1> .1:111市農祭委員会に閲する条例の一部改正

1>1:岡市文化財保護条例の改正

1>1泌ff所入所情誼粂例の制定

1> 1:111 r1j~!:l健康地進センタ一条例の制定
1>都市公凶条例の制定

側 議
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|益二 もっと利用しましょう | 

上悶駅周辺の放置自転車 ・バイクは、交通渋滞

や歩行者の通行を妨げる原因になっています.ま

た、上副市の玄関口の美観も扱なっています。

市では、当面の放置自転車対策として、 4月 1

日から駅前 2か所に自転車の駐給ゾーンを般定し、

利用者・の協力を得て盤葱することにしました.ゾ

ーン内の駐輪にご協力ください。

なお、ゾーン以外の自転車は放湿自転車とみな

し撤去します。
パス .1立場は、地域のみなさんの生活の足とし

て欠かせない公共交通機関です。毎年利用者が減

少 しており、このままの状態が続きますと廃止の

おそれがあるパス路線もあります。

パス路線が廃止ともなりますと、市民生活に直

接影響が出ることが予想されます.生活の足を守

るために、パス ・電車をみんなで利用しましょう.

あ
な
た
の
利
用
が

地
域
の
明
日
を
支
え
ま
す圃

問
い
合
わ
せ

交
通
対
策
練

宮

@
4
1
0
0
内
種
3
6
9

、d込=-

J一面品γ l 

丁下1
以J

A 
お
口
の
中
の
脇
役
は

l

l
歯
の
健
康

l

|

ロ
の
中
は
、
硬
い
働
だ
け
が
存
在

す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
支
え
る

あ
ご
の
骨
と
周
囲
の
柔
ら
か
い
部
分
、

す
な
わ
ち
歯
肉
な
ど
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
働
肉
(
ピ
ン
ク
色
に
見
え
る

部
分
)
は、

二
十
歳
前
後
か
ら
老
化

現
象
が
始
ま
り
ま
す
.
そ
れ
を
で
き

る
だ
け
防
ぐ
の
は
、
や
は
り
食
後
の

歯
ブ
ラ
シ
に
よ
る
マ

ッ
サ
ー
ジ
で
す
。

こ
れ
を
毎
食
後
ニ
1
三
分
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
歯
肉
強
化
を
し
、
老
化
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ
く
い
わ
れ
る
身
体
の
老
化
防
止

め
た
め
に
適
度
な
速
動
が
大
切
な
の

と
同
じ
よ
う
に
、
歯
の
肉
へ
の
歯
ブ

ラ
シ
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
倫
肉
の

健
康
維
持
に
大
切
な
役
割
を
媒
た
す

わ
け
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
食
後
の
ロ

の
中
の
食
べ
物
の
カ
ス
を
取
り
除
く

子どもを突通事~

から守る運動

こ
と
も
非
常
に
大
事
な
仕
ゆ
で
す
.

食
後
の
ロ
の
中
は
、
食
べ
物
の
カ
ス

が
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
を
パ

イ
菌
が
分
解
し
て
歯
.
院
が
で

き
ま
す
。

こ
の
品
開
垢
が
た
ま
っ
て
硬
く
な
っ

た
も
の
を
働
石
と
い
い
ま
す
.
歯
石

は
、
歯
肉
と
幽
の
棋
の
聞
に
入
り
込

し
そ
令
n
'
q
ゐ
令

ん
で
い

っ
て
幽
糟
脱
漏
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

歯
槽
股
漏
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

歯
の
外
形
が
ど
ん
な
に
立
派
に
見
え

て
も
歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
き
ま
す
の

で
、
や
が
て
は
か
抜
品
?
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
.

こ
れ
ら
の
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

定
期
的
に
愉
科
医
院
に
巡
っ
て
、
病

気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

(
資
料
}
附
長
野
県
歯
科
医
師
会

4 月 1 日 ~10 日

虫
点
目
標
は
、

①
新
入
学

(図
)
児
の
交
通
事
故
防
止

②
学
年
末
休
み
お
よ
び
新
学
期
に
お
け
る
事
散
防
止

③
無
線
運
転
の
追
放

④
お
年
寄
り
な
ど
交
通
弱
者
の
ゆ
故
防
止

な
ど
で
す
.
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
.
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|お!な|た|の|国|民|年|金円

要
望
書

-園屋高得金と個人隼金

ト・
9
J
、
日ルJ
L

明
る
い
選
挙

県
議
選
・

4
月
ロ
日
/
市
議
選

・
4
月
初
日

今
後
間
年
間
、
川
町
政
、
山
政
を
託
す

る
市
.
裂
な
も
の
で
す
。

な
候
補
子
定
者
、
立
候
納
お
な
ら

び
に
逃
常
運
動
に
附
係
す
る
人
は
も

ち
ろ
ん
、

K

引
揃
品
引
の
嶋
刊
さ
ん
も
、
こ

の
選
批
干
の
な
義
と
坑
要
性
を
深
く
認

識
し
て
、
明
る
い
選
挙
実
現
の
た
め
、

下
記
の
こ
と
を
厳
守
さ
れ
る
よ
う
特

(Q) 彩、は錦織の白常業者・です。現在、郵便局

の個人年令に加入しているので、国民年金に加入

する必要はないと与えていますが…。

(A) 保険会社、銀行、郵便局などと契約して

加入する綱人年金は私的年金といって、公的年金

の園長年金とはま ったく迷った年金です。国民年

金は、阪1IIJ的にn本に住所がある20歳から60緩ま

での人で、 Jlf.乍年金や共済組合に加入していない

人{立、令nが加1人することになっています。あな

必ず凶民年令に加入しなければなたの場合には、

りません。

個人年令{走、刷lx:$~命保険料を納めてなお余絡.

のある人が、 |民|民年金に1:来せをして年金を受け

たい劫舎に利川するのがよいでしょう。

国民年金と個人年金のちがい

も
と
よ
り
、
そ
れ
に
ま
ぎ
ら
わ
し

い
各
組
の
会
合
や
行
併
、
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
、
ビ
ラ
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
頒
布
な
ど
は
行
わ
な
い
。

③

有
柿
者
の
臼
山
な
な
志
に
反
す

る
推
せ
ん
A
2
な
ど
は
行
わ
な
い
。

@

wH収
、
供
応
、

.y
別
訪
問
は
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
に
ま
ぎ
ら
わ
し

い
行
為
は
行
わ
な
い
.

⑤

似
拠
め
な
い
熊
賞
任
な
汗
仙
仰
や

文
品
川
に
よ
っ
て
、
公
正
な
選
挙
を

妨
ん
が
し
な
い
。

@

選

惨

期

間
中
は
も
ち
ろ
ん
、
期

間
前
に
お
い
て
も
、
政
治
活
動
用

ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
な
ど
を

に
袋
惜
し
ま
す
。

配

①

候
凶
捌
悼
引
の
人
物
・
政
凡
を
、
よ

〈
見
、
よ
く
知
り
、
よ
く
考
え
て

自
己
の
自
由
な
判
断
に
よ
り
投
訴

す
る
。

②
告
示
前
の
選
挙
運
動
は
、

一
切

禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
事
前
運
動
は

個人年金国民年金

入 l法律の定めにより強制加入|個人の希望で加入

2 31草加入者の保険料と

方自

その道用利子|加入者の婚け会とその利子

131主因の負怨

，物価の上昇に応じて
年金舗 I~"-~~-='::::::'-，..1契約したときの領

目 l 年金額をスライト

.事務費|会績が図の負担

長
野
県
織
会
織
れ
H
.

般
選
地
F

が
四

月
十
・

-u側
に
、
上
岡
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
が
四
月
二
十
六
日
側
に
、

そ
れ
ぞ
れ
執
行
さ
れ
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
選

後
・
は
も
っ
と
も
身
近
な
選
挙
で
あ
り
、

~ 財

鈴け金の中でまかなう

-物価スライドと鯨
( Q) 物価スライドということばをIlIJきますが、

どんなことですか。

(A) 年平崎の全Illlm~ .r.-物価指数が5%以上

変動したときに、その比a艇を」主総として、国民王子

金グ〉基本書nなどが1'1動的に改定されます。これを

年金の物価スライドによる改定といい、毎年4月

に災施されます。

例えば、毎年 5Ooずつ物価が kム外すると、現在

の 10万jJJ は 10<1!後には~'l!l.価総が約 6 万 2 千円と

なってしまいます。物価スライドは、このように | 

年金の実質価fl(iが 11減りすることを防ぎます。

怒

mし
な
い
。

⑦
こ
の
た
び
の
県
議
会
議
員
選
挙

お
よ
び
市
議
会
議
員
選
診
で
は
、

公
営
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
が
設
位

さ
れ
る
・
し
た
が

っ
て
選
挙
巡
動

用
ポ
ス
タ
ー
は
、
こ
の
柑
ポ
州
場
以

外
の
場
所
に
は
、
.
切
掲
示
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
の
で
特
に

mな

す
る
。

⑥

文
賀
川
制
両
(
政
治
活
動
則
ポ
ス

タ
ー
な
ど
}
の
掲
示
は
、
道
路
、

道
路
敷
、
道
路
の
工
作
物
、
河
川
、

河
川
敷
、
公
刷
、
街
路
樹
、
泣
柱

な
ど
の
公
共
施
設
の
管
理
者
お
よ

び
居
住
者
な
ど
の
許
可
な
く
行
わ

め。

L

。
公
共
の
も
の
以
外
の
住
居
や
事

業
所
や
土
地
建
物
、

工
作
物
な
ど

で
も
涛
可
な
く
掲
示
し
な
い
。
(こ

れ
ら
す
べ
て
、
許
可
な
く
掲
示
す

る
と
途
反
と
な
る
)

@

告

示

前

に

ぬ
一不
さ
れ
た
政
治
活

動
則
ポ
ス
タ
ー
は
、
告
示
日
の
前

臼
ま
で
に
掲
示
災
任
お
が
完
全
に

撤
去
す
る
・

昭
和
』
ハ
ト
七
年
三
月

上
岡
市
明
る
い
選
常
推
進
協
掛
会

上

岡

市

選

挙

管

理

委

員

会

上

悶

警

察

暑
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いま、国保の財政は・・・

成人病などの慢性の病気が増えているなかで、国保の医療費のt首加が著しくな

っています。また、国の補助金削減にともない、国保財政は重大なピンチに立た

されています。皆さんから納めていただく保険税は、国の補助金とともに国保を

支える大切な財源ですが、今回はその保険税について考えてみたいと思います。

|医療費が増え続けると | 
最近数年間の国保をみると、医療霊堂支出は13%

台の率ても熔え続けているものの、皆さんが負担す

る保険税は11%の伸びにとどめています。現在の

国保は、こうした状況のなかで巡蛍されています。

このまま国保の医療費が増え続ければ、医療費

の増加分は本来保険税で補っていかなければなら

ないため、結局は保険税の悠上げにつながります》

市では、このようなことはできるだけ避けたいと

考えています。

そのためにも、医療貨の節約と保険税の完納に I I 

皆さんのご協力を州兵いしているわけです。 I年々下がる収納率 | 

保険税の収納容(課税した額に対し納付された

額の割合)は、ここ数年来下がる傾向にありまし

た。昭和60年度は、少し上がって低下傾向に働ど

めがかかったものの、 61年度は再び低下する恐れ

があり、市もいろいろと努力を続けています。保

険税が滞ると医療貨の支払いに支障がでたり、国

保の運営まで脅かされてしまいます。

| 国民健康保険法の改正で t 

保険税滞納者に'i/'給付制限か

固としても、収納率が年々低下していることを

重くみて、昨年末の国会において法徐を改正し、

保険税の滞納者には給付制限などの措置をとるよ

う決めました{右記参照)。

この法改正は、ほんの一部の滞納者とまじめに

納めている人との不公平を是正し、相互扶助で成

り立っている国保制度の存続のために打ち出した

ものです。

事業の倒産、失業、病気などのため、今すぐに

は納められない方もいると忠います。こうした特

別の事情がある }jは、分割納{すなどの相談も受け

ていますので、お気軽にご相談ください。

右記のようにならないためにも、保険税を納期

内に完納されるよう、ご協力をお願いします。

国民健康保険法改正の内容

・ 特別な事情もないのに保険税を滞納して

いる世帯主lま、保険証を返還し、かわりに

「被保険者資格証明~J の交付を受ける。

・ 「被保険者資格証明書」を交付された人は、

医者の窓口では医療貨の全舗を自己負拙し、

あとで、市の窓口で7割分の払い戻し申請

をする。

・ この払い戻しの申請があっても、状況に

よっては、 7審IJ分全部が払い戻しされると

は限らない。

・ 保険税を完納したり、何か特別な事情が

生じたなどの場合は保険証が交付される。
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1年間にかかった医療費 * 
風邪だけで1億6，000万円

iたかが風邪といヲ&tれど… ) I こんな生活していませんか )

笥さんが、よくお医者にかかる病気の中でも、 0食べ物の好き線いが極端に多い

最も多いのが“風務"。

風$1ま、だれもがかかりやすい病気ですが、こ

の病気がある稜度治るまでにかかる医療費は、約

5.000円といわれています。これは、怖さんから納

めていただく 1人当たり保険悦の 1か月分にも相

当する鎖です。

届t$と思われる治療に婆した医療俊は、上回市

の国f采だけで、年に1!~6.000Ij円 (61年度見込み ・

下回参照)にもなります。「風仰は万病のもとJと

いわれますが、風郷に負けないよう、ロごろから

健康の保侍に心がけましょう。

。

風邪の治療に要した医療費の負担状況

窓口で支払う分

4，朗0万円

ωO.O%) 

25 50 75 1∞% 

風邪をひいてお医者にかかったら…

国保年金課国民健康保険係

ft22-4100内線282・281
有線2-0711 

0いつも同じようなものばかり食べている

0食べ物の種類が少ない

0スポーツをしない

0よく 11民れない

0いつもイライラ している

0刑やタバコを飲みすぎる

0健康診断を受けない

このような生活では、自分から病気を呼び込ん

でいるようなものです。憶康な生活、 E主かな生活

をするためにも、ふだんからバランスのとれた食

事、適度な運動をするようにしましょう。

¥医療費節約のために 〉

ふだんから、少なくとも次のことを実行し 、自

分の健康は自分で守るようにしてください。

・食生活 多微な食品ても栄養バランスをとりまし

ょう。(1日30品目の食物を}

・遭動 {健康の保持には運動も大切。毎日、少

しでもからだを動かすようにしましょう。{まず

歩くことから始めましょう)

・休 聖書 夜ふかしはやめて、 ト分な睡眠をとり

ましょう。{悦い運動、入浴、少hlのアルコール

で快い睡眠を)

・健康惨断 市で行う集団検診などは、進んで受

けるようにしましょう。{まず早期発比、そして

早期治療)

¥上手なお医者のかかり方 》
0症状l主手 gわよく説明しましょう。

0むやみにクスリを欲しがったり、自分JI惨手な判

断で治療するのはやめましょう。

0症状がはかぽかしくないからと、すぐに他のお

医者さんへくら答えするなどのハシゴ受診はし

ないようにしましょう。

0深夜や休日、時間外受診は、できるだけ避けま

しょう。

f 
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水は早めに修理を

|だれでもできる漏水のみづけI
今
月
は
い
つ
も
に
比
べ
て
水
道
料

金
が
高
い
け
ど
、
も
し
か
し
て
漏
水

で
は
:
:
:
。

こ
ん
な
と
き
、
ご
家
庭
で
い
つ
で

も
で
き
る
簡
単
む
漏
水
の
み
つ
け
方

が
あ
り
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
で

家
中
の
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉
め
て

水
道
メ
ー
タ
ー
を
見
て
下
さ
い
.

監
の
よ
う
な
形
を
し
た
パ
イ
ロ

ッ

ト
が
回
っ
て
い
れ
ば
、
ど
こ
か
で
揃

水
し
て
い
ま
す
。

チりも積もれば…

こんなに多い漏水の量

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
と
き
ど
き
比

る
削
臼
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

パイロット

¥
b
zー

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
ど
こ
か
で

M

h

，

漏
水
し
て
い
ま
す
.

ロ
蛇
口
や
M
M
に
耳
を
当
て
る
と
、
「シ

ユ

|
」
と
い
う
水
が
吹
き
出
し
て

い
る
よ
う
な
音
が
す
る
と
き
。

ロ
給
水
管
を
配
管
し
て
あ
る
台
所
や

ふ
ろ
場
な
ど
の
墜
や
は
め
板
が
、

い
つ
も
漏
れ
て
い
る
よ
う
な
と
き
・

ロ
給
水
管
を
政
投
し
て
あ
る
付
近
や

メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
ま
わ
り
の

地
面
が
い
つ
も
濡
れ
て
い
る
よ
う

舟
AFLι
丞
t

。

ロ
水
道
を
使
っ
て
も
い
な
い
の
に
排

水
門
H

や
側
溝
に
、
い
つ
も
き
れ
い

な
水
が
流
れ
て
い
る
と
き
。

目
や
耳
で

-蛇口の水漏れ(糸状)で…

2か月に約12m'{浴柑約60杯)

水道料金 1，200円

下水道使用量 800円

(合計) 2，000円

・水洗便所の水漏れ(チョロ

チョロ)でー・

2か月に約80m'(浴槽約400杯)

水道料金 7，900円

下水道使用量 4，460円

(合計) 12，360円

・管の破裂{(;tしの先ぐらい

の穴)で…

2か月に約162m'{浴槽約810杯)

水道料金 18.010円

下水道使用品 9，730同 i 
(合計) 27，740問 i 

ジ
ト
l

検
針
に
ご
協
力
を

メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
水
道
料
金
の

も
と
に
な
る
重
要
な
作
業
で
す
。
次

の
よ
う
な
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

マ
メ
ー
タ
ー
ボ

ヴ
ク
ス
の
上
に
物
を

思
慮
か
な
い
。

マ
犬
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
か
ら

厳
し
て
つ
な
い
で
お
く
。

マ
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
い
つ

も
消
潔
に
。

マ
家
の
柑
改
築
な
ど
で
、
メ
ー
タ
ー

が
床
下
や
屋
内
に
な
る
と
き
は
、

口
慮
外
の
検
針
し
や
す
い
場
所
へ
移

す
。
(
移
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
指

定
工
事
庖
か
水
道
局
へ
お
申
し
込

み
下
さ
い
)

水は貴重な天然資源です。
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忘れすに受けてね
犬の登録
予防注射

「犬グ〉後鈷と狂犬病予Il;ljiJド.射J をド表により行

います。生後91日以上の制'(J)とすべてが対象です

ので、忘れずに受けてください。

自治会を通して各戸配flj・されたリーフレットに

fれ、ている「犬の登鈷東 ・注射消娯交付申請芥」

に、所定事項を記入 ・なつ印の上、最寄りの会場

へ飼い犬とともにご持参ください。

登録料金… 1頭につき2，100円
注射料金・・・1頭につき2，700円

このJUJ問中に受けられない場介には、 5月以降、

猷限川が戸別訪問して注射を1i ~ 、ます。ニの場合、

訪問料として 1軒につき1，50011)が))11算されます。

〈生活環境篠宮⑫ 4100内線302・有線②0671>

|注意事頂とマナー | 
0年度ごとに 1図の登録と注射が義務づけられて

います。

0犬の鑑札と注射済累{卓、紛失しやすいので、犬

のお輪につけましょう。

o放し飼いは禁止されています。また、散歩のと

きも引き綱をつけ、必ずフンの後始末をしまし

ょっ。

。犬が死亡 ・行方不明の場合、または倒、、主の変

定 ・転出の場合は、生活環境線へご泌総くださ

L、。

62年度狂犬病予防注射日程表

H U 地区 時 間 場 所 月日 地区 時 関 場 所

ll! $ 
9 : 00-9 : 40 2骨 人 j、‘ 会 ~ 

京総
9 : 00-9 : 20 点掴i鳳[><JIJ災セン?-

4.6 10 00-10: 30 東部地 1>(防災センター 9:40-10:10 耐火 f中町公会、常

。1) 9 : 00-9 : 4。I~ 111 h< I止 会 画官 4.16 1" f:ll 10: 30-11 : 00 市役刈{内 Ii台市 101(11，1) 
~t 剖l

10: 00-10: 30 川l J!明 会 (柑 ~III 科 9 : 00-9 : 30 神判決 t品例制品~'JU長選所

~Ij 1lI1 
9 : 00-9 : 30 州 8品 会 官官

~t ffll 
9 : 50-10: 20 ~， 川 1'， 1仰町公会常

4.7 9 : 50-10: 30 lIi k! 会 E自 10: 40-11 : 20 IJr 111 1>( ~ ~‘・ 由席

(刈 川辺 9 : 10-9 : 40 制』 以 ヨ連 liol 川辺 9 : 10-9 : 40 111 i.!.l IJ ~、、 E官
h虫 F 10: 00-10: 40 ~( ~JJ 時E 公 会堂

繊 F
9 : 50-10: 20 葺P J骨 公 会 11' 

9 : 10-9 : 40 ト ijj; 11¥. :i、- 会食 4.17 10: 30-11 :ω ーー. tf .f 公 会 1(: 

4.8 埼主 1f¥. 10: 00-10: 30 11I. 11¥. I也以公民豊富 信過 ~t ffll 
9 :∞-9: 20 1'，紛 111 町公会食

付。
10: 50-11 : 20 伏 制1 j、‘j 会 -;:、

l"i ffll 
9 : 40-10 : 00 '時 k' rム. 館

川辺 9 : 10-10: 10川 辺 .f 会 館 10: 10-10: 40 ?置 tl .f 1“ - 館
.Ir!下 10 : 30-11 : 20 .z. 調k ~白・ :1町、 雪邑 4.19(Ul 令市 9 :∞-11:ω 合 JoiJ Ij ヲT • 旺E

神 111
9 : 10-9ω  みすす f; 1師公民館 ~ lli 9 : 10-9 : 30 」二 サ‘ 過 公 会 ~ 

':'). 民主
10: 00-10: 30 ひか・リが氏側池袋会所 4.20 川辺 9:40-10:10 ド 之 朱 公 J目、 勾主

4.9 10: 50-11 : 10 QH~11lとIc ~センター 械下 10: 20-10: 50 千 Illl 闘f n 1ft 会館

(梢 Y;J. m 9 : 10-9 : 40 ド 本 書事 公民 fii (同
t'l' 科

9 : 10-9 : 50 1I~ ~IJ 111 唱( ~じ分併
川辺 10: 00-10: 30 t申 剖11 :i、・・ t止 宮古 10: 00-10: 50 金 11・ !i‘ a、 会 ":¥ 
械 F 10・50-11: 10 相J IJ ャ丘II!虚官官 9 : 10-9 : 40 民量 繊 js {出 J .. l ，iiJ 
t申干:十 9 : 10-9 : 40 市l; .IL (; (1治会館 42 般 9 : 50-10 : 20 戸、a唱L 般 V止 '(1 |剖 償

4.10 10: 00-10: 50 l. ff か丘公民館 4.21 10: 40-11 : 10 .f oli 111 公 J占、 守

自由 川l 凶 9 : 10-9 : 40 恥 [，( 民会館 {必 神川
9 : 10-9 : 40 ド n' 本 公 J占h 月予

朱印 10 :∞-10: 40恥 111 公 民 館
締約

10 : 00-10 ; 20 む門公会常
9 ; 10-9 ; 50 米温 rn 革^J民会所 10，40-11 : 10 丙 ff 竹白 ltl 会館

4.13 4民問
10: 10-10:ω.h 培a 111 支所 9 : 20-9 : 50中 組 ~、a‘ JJ:: 1111 J;j，(悶

開 神川
9: 10-9 :羽 I iK ~、a、 氏 鎗 4.22 10・10-10:50 下之 .. 公 会 E々
10: 20-11 : 00 k 111 公 ~ 堂

付9 lI!部 9ω-9: 20 合 1・・l lil 合 ~ 魁

』猛聞
9 : 10-9 : 40州 J1I 111 ." 1';所 紳科 9 40-10・10~ 掛 必，、‘ 会 常

4.14 10: 00-10 : 30相l ~ 1111 M1 liI 10: 30-11 :∞ ['1 ~t L ぺR ，j，j 

(刈 )jt m 9 : 10-9 : 301.1¥ l品 ~ 111 )i: iiJ庁 9 10-9 : 30 

'ー
111 公 会 -v.: 

川西
9 : 50-10 : 10 .'i m 公 E主総 .I1i 川 9 ，50-10: 20 f呆 'f 公 会 戸司仇氏

10: 30-11 : 00 111 F時 Ji. ，時 4.23 10・30-11:ω ~j JlI. 111 え' 尚
9 : 10-9 : 40内 JlI. 111 ~・ 白1¥ 付守 9 : 10-9 : 30 七窓口鵠.~センター

kU 仕l 10: 00-10: 30 ，，(' jlJj I.j fJ it. 会館 川両 9 50-10: 10 F 司ぞれ '1:if，センターl

4.15 10: 50-11 : 20 1L加'1'.会館{内犠印地} 10: 30-11 :∞ 。H JII 内 1i.. ，帯l

付Q 川西
9 : 10-9 : 401111. 公 民 舘 4.24 9 : 20-9 : 40制 ~ 自峰

111 辺
10 :ω-10: 20 1)(/リャ丘地Il{午凶改置セン?- ω 滋 rn 10: 00-10: 10 野 n 公 会 ~' I 

10: 40-11 : 10 寮地公JJ:: aI! 10: 30-10: 50西 地， ru iI ヨE 所|
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Jヲリズムにあわせて
命Ilj怠と炎流の広場一一 第 3回市民文化削造

告書が、 3月1日から 811まで上回市文化セン

ターで聞かれました。アイディア商品、絵画、

写真、フラワーデザインなどの展示や合問祭、

民踊などの上演が行われ、期間中たくさんの

人でにぎわいました。(写真=文化会館ホー

ルで行われた子どものリズム体操)

ポーリングで地質調査

市教行委il.会は 2J=J小、 |二111械のがけ

崩落を防止するため、ポー リングによ る

地質調伐を実施しました。調査は、商櫓

(やぐら}の点下と酋 ・南櫓の中間地点の

2か所をi采さ10，...までポーリングしたほ

か、 6か所を1.5:;;まで試-1ft!しました。

塩
固
な
ら
で
は
の
昧
を

「塩聞の昧シンホジウム」が2H

25日、別所温泉センターで聞かれま

した。ユニークなI沫づくりに取り組

んて川、る県下の3人の稀師を招き、

毎回、Fの昧をつくり出そうと行われ

たものです。主I樹立、単田商工会、

別所以泉観光協会、同旅館組合。

春ですノ

スパイクタイヤ

普通タイヤ

とりもどそう きれいな空を



武
者
行
列
の

参
加
者
を
募
集

広報うえだ 第 979号一ー

昨年の兵田氏名・行手11

(32fo岬 ω
今年で61!!111を迎える f上回来凹まつりJが、

4月18Bω .19日(日)に行われます。

上田真田まつり実行委員会では、 4n 19日の兵

III武者行列にご参加lいただける都業所や団体など

を次のとおり必集します。このまつりが盛りょが

るよう、市民の皆さんご参加くださ L、。

・と き ~ Jl19日{日)。 集合 ・午前 9時一出

真| 陣式・午前111時30分一出発 ・午後12時40分
IU I 
武I -終 f・午後3時

者
行
列

-コース l:rIl域一大手IIIT-});t'"fー徐尾町一

上田駅ー海!好IIIT-上田城

・線 機総勢170人、 10隊

q湾集するのは、次の武者隊~O人です。

oJ，l田幸村隊…10入、男性、大将のみ騎馬

0兵町I1常隊一.10人、男性、大将のみ騎馬

oJ'{田事;1均隊…10人、射性、大将のみ騎馬

0来日トHfJ上隊…10入、射性

② 1隊は原HlJとして、 1事業所、サークル、

グループなどとします。(ただし、十勇士隊

は個人参加も可能)

③参加者は成年男子が原員IJです。

④よろい、先JI.!t旗(団体名、 4正業所名も入れ

る) 、鈴食などは事務局で~IIなします。
⑤参加負1ll1tは、京.回幸村 ・ 仏~ ・ 幸隆隊に

は烏f首1:料として 5万円、災出 1・9J士隊はl

人3，000円を負担していただきます.

①参加申込書{観光課にあります)にご記入

申 | のうえ、事務局までお送り くださ L、。

会 |②応募期限は 3月31日ωです。(参加凶体が多

法| 数の場合は抽選)

はl③申込先は「〒386 上田市大手 1-11-16
上田市役所観光課内 上日l;a阻まつり実行

委員会4~務局J です。

募
集
め
内
等

よろこびの卒業式
J:IJ 1m高齢者'学凶の学業式が3月 5円、 l'消防

省制祉センターで行われ、学園長め永1f市長か

ら学業生 1入ひとりに1<.業証書が贈られました。

今年の~業生{立、 一般教袋科71入、 1乎攻科69人

で、昨年 6月から一般教養やスポーツ、クラブ

活動などを学んできました。

おいしいね、草もち、
観光客に当んでもらおうーと、今年も 「思い

If'， ウィ ー ク」が}lIJ戸斤UU込町 ・ I~r:-で始まりました。

これは、 3丹の lかJ1 [l1J、眼目ごとに級品lをこ

らした催し物を毎日 1fうもので、初日の 3H 1 

nには商大湯会館で約20人の宿泊客がつきたて

の引もちに舌鼓を打ちました(=写真)0

も暴力三ない運動、にご協力を

t二同市から暴力を追放す

るため、‘暴力追放三ない巡

訓"にご協力くださ t、。・

①総力団を恐れない

号〉株)J団を利用しない

③士会力団に金をt1'，さない

(1-.聞市暴力追放会ぷ)



だ 昭和62年3月168- ーベ14)ー四

ぃ
。
水
道
料
金
は
、
旧
使
用
者
の

分
も
合
わ
せ
て
新
使
用
設
の
負
担

と
な
り
ま
す
.

暗
唱

協
議
会
で
は
、
建
築
物
の
防
災
対
策

め
い

っ
そ
う
の
推
巡
と
広
〈
控
築
防
災

の
意
地
叫
を
悶
め
る
た
め
、
雄
投
ゆ
む
な

ど
の
協
力
を
待
て
、
次
の
と
お
り
「
建

築
防
災
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
:
・
建
築
防
災
の
ポ
イ
ン
ト
を

簡
潔
に
訴
え
、
広
く
建
築
防
災
の
普

及
・
啓
も
う
に
役
立
つ
も
の

(
形
式
、

字
数
は
自
由
).

応
募
方
法
・
:
郵
便
は
が
き
に
糠
語
(は

が
き

一
枚
に
つ
き

一
点
)
を
記
入
し
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

(
ふ
り
が

な
)
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
搭

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
.
な
お
、

応
募
作
品
の
著
作
柿
は
主
催
者
側
に

属
し
、
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
.

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
・
:
千

1
0
7

東
京
都
港
区
赤
坂
一

|
九
|
ニ

山

崎
ピ
ル
、
側
日
本
建
築
防
災
協
会
内
、

建
築
物
防
災
推
進
協
議
会
「
建
築
防

災
標
語
』
係

(
宮
0
3
・
5
8
6
・

2
8
8
1
)
 

応
募
期
限
・
・
・
四
月
三
ト
日
附
ま
で
(
期

限
内
必
着
)

入
選
発
表
・
・
・
入
選
者
に
直
接
連
絡
し

ま
す

(五
月
下
旬
ご
ろ
)。

マ
最
優
秀

作
品

一
点

(賞
金
二
卜
万
円
)
マ
優

秀
作
品
五
点
(
賞
金
各
二
万
円
).

てに
かよ
らつ
おて
届お
け客
〈 様: 2月初日、

だ番 .らしとこれからの日本のゆくえ」と題して
き号 :縮会ガ附れました.摘は、部胎
勺 乏 :研究所会伎の帰回線之朗さん.これは、物山 ・

Zjを大切lこする遷勘を推進するために、市主主
ゎ :ど鳩との締切ったものです.

お知らせ

電
話
の公

売
を
し
ま
す

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、

上
国
電
報
電
話
局
管
内
の
屯
話
加
入

織
の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

マ
と

8

三
月
二
十
五
日
附
・

午
前

九
時
三
十
分
{
受
付
は
午
前
九
時
か

ら
九
時
三
ト
分

)

マ

と

ニ

ろ

市

役
所
南
庁
舎

(五
階
会
械
室
)

マ

方

法

競

争

入

札

マ

台

数

当

日

決
定
マ
公
告
場
所
市
役
所
、
笠

殿

・
席
祖
国
・
川
西
の
各
支
所
、
上
回

税
務
署
、
上
小
池
万
併
務
所
マ
問

い
合
わ
せ
収
税
課
収
税
係

(
宮

@

4
1
0
0内
線

2
4
3
)

異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

*
転
出
す
'る
前
に

水
道
の
届
け
も

ゆずります (希望価絡) ゆずってくだきい

パネルヒーター 2，000円 七五三和服(7織女子)

ラジオカセット 20，000円 ベビーベット

ウインドファン 10，000円 すべり台

自転車 (21インチ) 無料 カフーァレビ

自転車 (23インチ) 無料 電気得除機

セミダブルペット 5，000円 電気洗濯機

書官市ガス ふろ一式 15，000円 '11気冷蔵庫

シングルベット 無料 ステレオ

ガスストーブ 4，0∞門 スクータ ー

木製学習机 無料 /，イク50c.c
ぶら下がり器 無料 木製ベット

目覚まし時計 1，000円 食稔"Ftさな
都市ガス燭ガスオーブン 2，000円 スキー一式(靴24，5cm)
。 じゅうぶんに活用できる不用品(;t、 会機用机

どんなものでも登録しましょう。 げた箱

( 3月 7臼現役)

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、乞舌環境双生
活係(醍~IO納蜘01 )へお気軽にご連絡を.

。紹介後のトラブルなどについては、責任を負いかねますのでご了承〈
ださい。

え

O

一
時
休
止
め
届
け
を
し
て
く
だ
さ

ぃ
.
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

O
届
け
出
の
あ
っ
た
臼
ま
で
の
水
道

料
金
を
貌
地
で
精
算
し
ま
す
.

お
忘
れ
な
く

広報う

水
道
局
業
務
課

g
@
4
1
0
0内
線
5
0
7

有
線
②
0
8
3
1

*
廃
止
と
名
義
変
更

転
入

・
転
出
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

次
め
よ
う
な
と
き
は
、
早
め
に
水
道

局
業
務
課
(
市
役
所
南
庁
舎
一
階
)

へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

不用品登録情報(主なもの)

マ
水
道
の
廃
止

将
来
使
う
見
込
み

の
な
い
水
道
は
、
早
め
に
廃
止
の

届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で

も
受
け
付
け
ま
す
・
届
け
出
の
あ

っ
た
臼
ま
で
の
水
道
料
金
を
現
地

で
精
算
し
ま
す
.

マ
名
穫
の
変
更
特
に
死
亡
し
た
人

の
名
義
を
変
更
す
る
と
き
は
、
印

鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
水
道
局
へ

名
義
変
更
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ

建
築
防
災
標
語

*
転
入
し
た
ら

を
募
集
し
ま
す

。
再
開
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

O
目
の
つ
く
所
に
「
使
用
中
止
中
」

の
世
例
札
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

一 第 979号

毎
年
、
火
災
・
地
震

・
が
け
織
れ

な
ど
の
災
害
に
よ
り
、
建
築
物
の
被

筈
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
命
が
失

わ
れ
て
い
ま
す
。
建
築
物
防
災
推
進
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予備 日

三
種
混
合

予
防
接
種

保
健
予
防
録
保
健
係

合
⑫
4
1
0
0内
線
2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

会
場
は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
け

で
す
の
で
、
ご
注
窓
く
だ
さ
い
.

〈
対
象
者
V

マ

一

期

目
目
今
年
の
一
、
二
、
一
一
一
月

の
う
ち
、
二
回
し
か
受
け
て
い
な

い
子
ど
も
さ
ん
(
八
週
間
以
上
間

隔
が
あ
く
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
)

61年度(後期)三君臨鹿合予防接種目程表(予備日)

会 場 名 実施日 対 象 員t 区

上岡市保健センター
U7日00

東部西部・南部・中失・北部

(市役所南庁舎2階} 温尻・神将・重量E-神川地1K

上回市保健センター
U IO日ωlIa下・川辺・泉困 ・温回

(市役所南庁舎2階) 川西地区

マ
二

期

H

一
期
終
了
後、

十
二
か

月
経
過
し
た
子
ど
も
さ
ん
(
た
だ

し
、
五
歳
六
か
月
未
満
)

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

テ
レ
コ
ム
・
ユ

l
の

社
員
を
募
集

テ
レ
コ
ム
・
ユ

1

8
@
7
4
7
1
 

※時間It.両日とも午後l時30分から 2時30分までです.

東駐車場がijlみあいますので、.4Iでのおでかけはご遠慮下さも .

上
団
地
域
(
上
限
市

・
丸
子
町
・

東
部
町
・

坂
城
町
)
の
テ
レ
ト
ピ
ア

計
画
を
実
現
す
る
た
め
、
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
に
.よ
り
設
立
さ
れ
た
「
テ

レ
コ
ム

・
ユ
l
」
で
は
、
次
に
よ
り

社
員
の
募
集
を
し
ま
す
。

〈
募
集
職
種
と
条
件
V

マ
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ

ア
(
若
干
名
)

M
H
情
報
処
理
資
格
取
得
者
で
三
十

五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
大
学
卒
業
者

マ
営
業
只
(
若
干
名

)
1三
十
歳
未

満
の
大
学
本
業
者

〈
応
募
方
法
v

三
月
二
十
日
幽
か
ら
悶
三
十

一
日

附
ま
で
に
、
M

峨
腿
占
、
健
康
診
断
密

を
当
社
あ
て
に
郵
送
、
ま
た
は
持
参

〈
賦
験
方
法
v

マ
第

一
次

t徐
州
州
選
考

マ
第
二
次

1
鋭
記
試
験
、
作
文
、
面

緩
{
試
験
日
は
凶
月
七
日

ωの
予

定
)

〈
給
与
・
勤
務
条
件
v

マ
給
与
E
当
社
規
程
に
よ
る

マ
勤
務
条
件
』
通
勤
可
能
な
方

〈
応
募
先
v

一T
3
8
6

上
回
市
大
手
一
|
十

一
l
ト
六
上
国
市
役
所
衛
庁
舎
五

階
蜘
テ
レ
コ
ム

・
ユ
l
社
民
募
集

係工
業
技
術
大
学
校
の

受
構
生
を
募
集

県
工
業
技
術
大
学
校
穆
座
穆
務
局

8
0
2
6
2@
5
4
5
5
 

企
業
の
技
術
系
人
材
の
能
力
開
発

と
育
成
を
目
指
し
て
、
今
年
も
二
十

九
の
コ

l
ス
で
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
市
内
で
も
、
信
州
大
学
麟
縫
学

部
で
長
期
技
術
者
研
修
コ
!
ス
(
機

械
工
学
科

・
夜
間
)
が
開
増
幅
さ
れ
ま

す
.

マ
対
象
者

技
術
分
野
で
二
年
程
度

の
実
務
経
験
者

マ
期

間

五
月
か
ら
来
年
二
月

マ
定

員

三
十
名

マ
由
申
込
期
限

四
月
二
十
四
日
幽

マ
申

込

先

〒

3
8
0

長
野
市
県

町
5
8
4

県
工
業
技
術
大
学
校

謙
度
事
務
局

@蓮沼密密静

国民健康保険税第9期

納期限は 3月31日(刈です

¥ミ〈 ヰ〈

4月の乳幼児健康診査

砂受付時事問…いずれも午後 11時-21侍。 砂持ち物…母子織

成手l阪、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ (1歳6か

月児).また、 1員総6か月児と3歳児は、赤ちゃん手帳の中

にある健康診殺~を記入してお持ちください。

会場 健診 築地日 対 象 児

4か月児 4月 3日 61年11月16日-11月30日生
4月21日 61年12月 18-12月15日生

上回市保健 10か月児 4月 8日 61.iF 5月16日-5月31日生

センター 4月23日 61年 6月 18- 6月15日生

(市役所南庁 l繊6か月児 4月15日 60年 9月168-9月30日生
合2階i'..... I -~_.. . uu I ~月22 日 60年10月 1日 10月15日生

3歳児 4月17日 59年 3月 1日一 3月15日生
4月20日 59年 3月168-3月31日生

塩飽母子健康セン 4か月児 4月148~年11月16日 -12月 15日生
ター{塩回勉区) ~か月児 61年 5月16日 6月15日生

3i1鹿児 4月24日 59年 2月 18- 3月31日生

川西社会福祉セン 4か月児 61年11月16日-12月15日生

ター(IIIl!地区)I ~~か月児 4月 9日 61.iF 5月168- 6月15日生
1歳6か月児 60年 9月16日-10月15日生

〈収税篠宮⑫4100内線241・有線②0691>※駐車士号が予炊のため、なるべく胤での釆庁はご遠慮ください。
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小
児
ま
ひ
予
防

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

-
骸
当
者

昭
和
占
ハ
ト
一
年
七
月
一

日
か
ら
同
年
卜
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
さ
ん
(
四
歳
未

満
で
、
今
ま
で
一
回
も
受
け
て
な
い
、

ま
た
は

一
回
だ
け
受
け
た
方
も
含
み

ま
す
)

-
投
与
方
法

六
巡
間
以
上
の
間
隔

を
お
い
て
、

0
・
0
五
d
ず
つ
ニ
回

経
口
投
与
し
ま
す
.

-
受
付
時
間

各
会
場
と
も
午
後

一

時
三
十
分
か
ら
同
二
時
三
十
分
ま
で

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

を
投
与
し
ま
す

保
健
予
防
際
保
健
係

宮
⑫

4
1
0
0内
線
2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

小児まひ予防接種目程表(春期) め
ー ーーー司・ーーー可 汁て

ポリ
リオ
オ(
生小
ワ児
クま
チひ
ン~

投予
与防
をの
別た

-
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
問
診

諜
{
亦
ち
ゃ
ん
手
般
の
な
か
に
紹
り

込
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
会
場
に
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
)

-
注
意
事
項

①
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
の

な
か
に
、
手
防
接
種
を
受
け
る
前
、

受
け
た
後
の
注
窓
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
②
こ
の
予

防
接
極
と
三
秘
混
合
、
麻
し
ん
の
予

防
接
磁
の
時
期
が
同
じ
な
の
で
、
接

種
に
あ
た
っ
て
は
間
臨
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
二
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
、
出
榊

機縫目
会場名 対 象 t色 区

1回 2回

東部 (路入 ・泉町 ・上常悶 ・中?宮岡 ・
下常m ・ ~t常国 ・ 寸木町・常入}

上岡市保健センター 西部 {下車甘鹿町 ・鎌原 ・西脇 .l青町・
保lliffll.生塚 ・?古谷町 ・織が丘 ・

(市役所南庁舎 2附) 4 5 新邸 ・緑が丘北・ 織が丘磁・.w!
月 月 」ヒ)
9 26 南部 (1釘天神町 ・泉平・北天神町・ 4企
日 日 E込町・鷹匠町・本町・末広町・大刊1)

上野が丘公民館 同 ω 
神科・隻殿地区

神川地区公民飴・ 神川地区

中央 (徽町 ・海野町 ・原町・袋町.，IJ!， 

上田市保健センター
崎町・田町 ・丸郷町・ホ町r.北大手}

北部 (上川原柳町・下111京柳町・受宕町

(市役所南庁舎2階) 4 5 -上鍛冶町 ・鮫冶町 ・よE草山・下E華
月 月 山・柳町 ・草野図 ・上紺屋町}
14 27 温尻 (秋事1・ょt孟尻 ・下混成}
日 日

川西社会福祉 ω 附
川西地区

センター

三好町会館 城下地区

塩田 fa f 5 温園地区
母子健康センター 月

側 29 

fa f a 
川辺町 会館

樹 川辺 ・泉田地区
白削

」 ー

昭和62年度

し
ん
は
接
税
後
一
か
月
間
、
一
ニ
椀
混

合
は
二
週
間
、
他
の
予
防
後
般
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
)

科
学
研
究
費
を

助
成
し
ま
す

長
野
県
科
学
緩
興
会

8
0
2
6
2@
4
3
3
4
 

提言 1回目と 2回自の間隔は、 6週間以上あけてください.

*駐車場が狭いので、車での来庁はなるべくご遠慮ください.

長
野
県
科
学
振
興
会
で
は
、
次
の

と
お
り
科
学
研
究
費
助
成
金
の
申
時

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
.

交
付
対
象
的
附
内
で
科
学
(
向
然
科

学
に
限
る
)
の
研
究
を
し
て
い
る

個
人
ま
た
は
団
体
。
た
だ
し
、
次

に
該
当
す
る
場
合
は
交
付
で
き
ま

せ
ん
。
①
研
究
が
既
に
完
成
し
て

い
る
も
の
・
②
研
究
が
完
成
し
、

そ
の
築
用
化
ま
た
は
企
業
化
に
架

す
る
費
用
に
あ
て
よ
う
と
す
る
も

の
。
③
申
論
し
よ
う
と
す
る
人
が

大
学
の
講
師
以
上
お
よ
び
学
生
。

申

鶴

方

法

申

税
容
な
ど
(
用
紙
は

市
役
所
商
工
課
に
あ
り
ま
す
)
を

商
工
鰍
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

由
甲
値
間
期
限
四
月
三
十
日
同

照
会
先
県
科
学
援
興
会
ま
た
は
市

役
所
商
工
謀
(
宮
⑫

4
1
0
0内

線

6
0
2
)

し尿くみ取り料金

4月から改定の予定
転居届は郵便局にも

4 fl 1日から、し尿くみ取

り料金が、 18t・ 118円 (現

行 108阿)に改定される予定

です.

〈よ小衛生施設組合宮@2339>

転居届の用紙は、郵便局の

窓、ロに用意してあります。ま

た、私製のはがきに旧新の住

所と、ご家族の名前、転居年

月日を舎いて最寄りのポスト

に入れても結嫌です.
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